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図2－4　けつえきのおはなし

図2－2　献血者数の推移

図2－5　献血構造改革
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献血構造改革の目標
（平成１７年度からの５年程度の達成目標）

●１０代、２０代を献血者全体の
４０％まで上昇させる。

●集団献血等に協力する企業
数を倍増する。

●複数回献血者を献血者全体
の３５％まで上昇させる。

（平成１７年度　２４，２２０社）
（平成１８年度　３０，８３５社）
（平成１９年度　３４，０５９社）
（平成２０年度　３８，３９９社）
（平成２１年度　４３，１９３社）

（平成１７年度　２７．５％）
（平成１８年度　２８．１％）
（平成１９年度　２９．５％）
（平成２０年度　３０．３％）
（平成２１年度　３１．３％）

（平成１７年度　３３．４％）
（平成１８年度　３１．５％）
（平成１９年度　２９．２％）
（平成２０年度　２８．３％）
（平成２１年度　２６．８％）

 
 

 
 

図2－3　「けんけつ HOP STEP JUMP」（左）、中学生用ポスター（右）

　輸血用血液製剤については、現在、国内で使用される

分は献血によって得られた血液を原料として製造されて

います。

　しかし、今後の少子化の進展による献血可能人口の減

少及び高齢化に伴った輸血医療の増加を考えると、血液

製剤の適正使用を進める一方、将来の献血を支えていた

だける方々、とりわけ、若年層の方々に対する対策が、

一段と重要となってきました。

　厚生労働省は、平成２年度から高校生向けテキスト「け

んけつ　HOP　STEP　JUMP」を全国の高校に配布

しており、さらに平成 17 年度から中学生向けに血液全

般の知識の普及を目的としたポスターを全国の中学校に

配布しています。（図 2 － 3）

　また、国、地方公共団体及び日本赤十字社では、小中

学生の段階から献血に関する知識の普及啓発を目的とし

た「キッズ献血（模擬献血）」などを行っています。なお、

はばたき福祉事業団による、幼児向けの絵本「ぼくの血

みんなの血」や厚生労働省ホームページの「けつえきの

おはなし」など、幼少児期からの取組も行われています。

（図 2 － 4）

　厚生労働省では、平成 17 年度に献血構造改革として、

将来の献血を支えていただける若年層の方々が安定的に

かつ持続的に献血を支えていく体制を構築するととも

に、血液の需給安定及び安全性向上の観点から、複数回

献血者の確保を進めることとし、5 年にわたり、組織的

な献血推進活動に取り組んでまいりました。（図 2 － 5）

献血推進 2020
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平成２６年１２月２日　第２回献血推進調査会資料
（日本赤十字社作成）必要献血者延べ人数の推計値

献血不足者数
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2027年に必要献血延べ人数が最大となる

約545万人

図2－8　必要献血者延べ人数のシミュレーション

図2－6　～献血推進２０１４～　献血推進に係る中期目標の結果

　東京都福祉保健局がまとめた2012年輸血状況調査結果と、将来推計人口を用いて将来の輸血用血液製剤の供給予測数
を算出し、供給に必要な献血者延べ人数を算出すると、2027年には約545万人必要となるシミュレーションになる。
　また、2013年の年代別献血率（＝年代別献血者延べ人数／年代別人口）を今後も維持すると仮定し、将来推計人口より、仮
想の献血者延べ人数を算出すると、2027年は、約459万人になると推計され、約85万人の献血者延べ人数が不足するとい
うシミュレーションになる。

（注）10代とは献血可能年齢である16～19歳を指す。

平成２６年度（２０１４年）度までの達成目標の結果
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複数回献血の増加

目　標

10代（注）の献血率を6.4%まで増加させる。
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集団献血等に協力頂ける企業・団体を50,000社
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　その後は、さらに効果的・効率的に献血推進を実施す

ることを目的として、平成 22 年 9 月に薬事・食品衛生

審議会のもと、献血推進調査会が設置され、同年 11 月

開催の献血推進調査会で、献血構造改革の結果を踏まえ

た、新たな中期目標「献血推進２０１４」が策定され、

さらなる献血推進活動に取り組んでまいりました。（図 2

－ 6）そして、平成 26 年度に「献血推進２０１４」の

目標期間が終了することから、平成 26 年 12 月に開催

された献血推進調査会で平成 27 年度から平成 32 年度

までの６年間を目標期間とする新たな中期目標「献血推

進２０２０」が設定されました。（図 2 － 7）

　また、平成 26 年 12 月に日本赤十字社が行った、血

液需給将来シミュレーションにおいて、平成 25 年の献

血率（献血可能人口の献血率 6.0％）のまま少子高齢社

会が進展すると、必要献血者数がピークを迎える平成

39 年には約 85 万人の献血者が不足することが示され

ました。（図 2 － 8）

　これを踏まえ、①献血の普及啓発②若年層対策の強化

③安心・安全で心の充足感が得られる環境の整備などの

施策を行っていきます。
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１．平成32（2020）年度までの達成目標

項目 目標 H27 年度実績値 H32 年度目標値

若年層の献血者数の増加

10 代 ( 注 ) の献血率を増加させる。 5.4% 7.0%

20 代の献血率を増加させる。 6.5% 8.1%

30 代の献血率を増加させる。 6.0% 7.6%

安定的な集団献血の確保 集団献血等に協力いただける企業・団体を増加させる。 53,316 社 60,000 社

複数回献血の増加 複数回献血者（年間）を増加させる。 967,142 人 1,200,000 人

献血の周知度の上昇 献血セミナーの実施回数（年間）を増加させる 1,211 回 1,600 回

（注）１０代とは献血可能年齢である１６～１９歳を指す。

２．重点的な取組みについて
　上記の目標を達成するため、以下の事項について重点的に取り組んでいくこととする。

　（１） 献血の普及啓発

　　広く国民に献血の意義を理解し、献血を行ってもらうため、効果的な普及啓発を促進する。

　（２） 若年層対策の強化

　　① 10 代への働きかけ

　献血への理解を深めてもらうことにより、初めての献血を安心して行っていただくため、日本赤十字社が実

施する「献血セミナー」などの積極的な活用を推進する。

　　② 20 代・30 代への働きかけ

　20 代・30 代は、リピータードナーにならずドロップアウトする方が多いため、献血を体験した方が、長期

にわたり複数回献血に協力してもらえるように普及啓発、環境整備に取り組む。

　また、企業などへの働きかけを一層強化し集団献血を行うことにより、安定的な献血者の確保を図る。

　（３）安心 ･ 安全で心の充足感が得られる環境の整備

　献血は相互扶助と博愛精神による自発的な行為であり、献血者一人一人の心の充足感が活動の大きな柱となっ

ている。

　献血に協力いただく方々が、より安心・安全に献血できるとともに、心の充足感を得られ継続して献血いただ

ける環境整備を図る。	

図２－7　～献血推進２０２０～　献血推進に係る新たな中期目標


